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環境共生自然派住宅の進め環境共生自然派住宅の進め
～木の家づくりから林業再生を考える委員会

宮崎県諸塚村



諸塚村 特徴は？諸塚村の特徴は？

• 九州山脈中央に位置する旧高千穂郷

• 人口１８８２人 ７００世帯人 １８８２人 ７００世帯

• 林野率９５％の山間に８８集落が点在

車道密度日本 の道路網が山を守る• 車道密度日本一の道路網が山を守る

• ＦＳＣのモザイク林が森と人を育む



森と人と 共生策①森と人との共生策①

戦後造林～住宅用材の不足解消策

国策として針葉樹の一斉造林を推奨国策として針葉樹の 斉造林を推奨

諸塚村＝生活の一部である森を守る

適地適木の造林を推奨適地適木の造林を推奨

＝針葉樹と広葉樹を混植

⇒森林の風景が落葉広葉樹林、照葉樹林と
針葉樹林のパッチワーク模様を織りなす針葉樹林のパッチワ ク模様を織りなす



モザイク林相モザイク林相



森と人との共生策②森と人との共生策②

４大基幹産業による諸塚型複合経営(1957)４大基幹産業による諸塚型複合経営(1957)

～「林業」「シイタケ」「茶」「牛」

家族労働による複合少量生産型の経営
①各産業が相互補完機能を持つ①各産業が相互補完機能を持つ
②村全体で取り組み、生産量を確保

※山村の生活を維持しながら相互扶助で※山村の生活を維持しながら相互扶助で
都市の需要に耐えうる生産体制を構築

⇒効率的で集約性の高い経営の成立
～理想的な林業立村社会の実現理想的な林業立村社会の実現



森と人との共生策③

昭和５０年頃まで木材需要の逼迫
「高い国産材幻想」の原点「高い国産材幻想」の原点

⇒投機の対象として山林に都市資本が流入
全国の山村で在外林家が多数を占める全国の山村で在外林家が多数を占める

昭和３５年「土地村外移動防止対策要綱｣

山林流出を止める村ぐるみの取り組みへ山林流出を止める村ぐるみの取り組みへ

※経済追求より｢山が荒れない｣ことを優先

諸塚村では現在も村外の山主が少ない⇒諸塚村では現在も村外の山主が少ない



森と人との共生策④森と人との共生策④
高齢化する林業従事者 後継者不足の対策高齢化する林業従事者・後継者不足の対策
～厳しい労働環境（危険で、安定しない）

平成２年 国土保全森林作業隊の設立
林業作業の技術者組織の準備林業作業の技術者組織の準備

平成７年 (財)ウッドピア諸塚の設立
林業技術者集団を第３セクター化林業技術者集団を第３セクター化
①福利厚生の充実した職場
②将来の森林作業の担い手確保②将来の森林作業の担い手確保

※森林作業の担い手だけでなく、集落の
後継者として重要な役割を担う後継者として重要な役割を担う



諸塚村の強みは？諸塚村の強みは？

山村の厳しい現実の中で先人の知恵を活かす

• 人を育む自然が残る• 人を育む自然が残る

～森林との共生の歴史＝モザイクの森

が• 相互扶助の地域社会が残る

～民意尊重の自治公民館組織が確立民意尊重の自治公民館組織が確立

• 家族労働による小さな循環型経済が主流

・資本の力でなく、人や森林資源など山村資本の力でなく、人や森林資源など山村
の地域の力を活かす手法が成果を生む



諸塚村の地域づくりの原則

①自然との共生～経済性は二次的要素①
(都市との価値観の共有、自らも共生の価値観を)

② 地域資 や産業を生②人と地域資源や産業を生かす
～そこに生きる人々の生活重視そこに生きる人々の生活重視

(地域資源の掘り起こし)

③持続可能な事業に取り組む③持続可能な事業に取り組む
(人のやる気を生かすこと)



人を結ぶネットワークの構築

厳しい山村の現状の突破口

地域資源を活かした都市交流に活路＝地域資源を活かした都市交流に活路

諸塚村の最大の地域資源は｢人の心｣諸塚村の最大の地域資源は 人の心｣

⇒人のつながりが最大の成果を生む

都市との人的ネットワークを構築

顔の見える関係で生まれる信頼の絆～顔の見える関係で生まれる信頼の絆

流通に支配されない

付加価値を交換する小さな経済の普遍化



相互扶助のネットワーク

相互の文化・価値観の理解と尊重が重要
誤解①山村が憧れる便利で自由な都会像誤解①山村が憧れる便利で自由な都会像

※個人主義が人を阻害する現実
誤解②都市民が幻想する山村の牧歌的な生活

※意外に忙しい、みんなで生きる社会

交流により現実を知り合う

＜相互扶助の精神＞＜相互扶助の精神＞

・村民のやる気、元気を維持する

・都市民の生きる力の醸成



諸塚村の地域づくり事業

◆まちむら応縁倶楽部～観光で農林業を活性化
諸塚の産業・生活・文化をそのまま生かす

⇒環境と共生する山村の伝統を持続する方策

◆産直住宅事業～木材の品質管理の評価の再構築
業界の都合による評価を排除
生産者とユーザーの双方の顔の見える家づくり

◆森林認証研究会～森林の品質管理評価の再構築◆森林認証研究会～森林の品質管理評価の再構築
森づくりの先進性と持続可能性への評価の確立
Ｊ－ＶＥＲ制度を活用した低炭素社会対応事業Ｊ ＶＥＲ制度を活用した低炭素社会対応事業



国産木材は使われている？国産木材は使われている？



国産材は評価されている？国産材は評価されている？

• 建築材の国産材率はかなり改善しています

要因①外国産原木の激減（環境保全・資源争奪）要因①外国産原木の激減（環境保全・資源争奪）

②外国産材の価格高騰（円高,国際競争）

③ 向③国産材の品質向上

単に国産材を選ぶだけでなく

品質で選ぶ時代へ

※製品の加工技術の勝負※製品の加工技術の勝負



産直住宅って？

産直住宅＝特定の林産地の木材を地域外に供給
７０年代～高価な木材を安く手に入れる方法７０年代～高価な木材を安く手に入れる方法７０年代 高価な木材を安く手に入れる方法７０年代 高価な木材を安く手に入れる方法
８０年代～建築業界の在来構法への回帰８０年代～建築業界の在来構法への回帰
９０年代～自然素材の見直し９０年代～自然素材の見直し９０年代 自然素材の見直し９０年代 自然素材の見直し

００年以降～環境問題へ００年以降～環境問題へ⇒⇒地域材の再評価へ地域材の再評価へ

★山村 木材価格の暴落 都市 家づくり市場の激変★山村＝木材価格の暴落、都市＝家づくり市場の激変
多くの試みがなされているが成功事例は少ない

価格差との勝負ではない

顧客の評価（付加価値）創出の手法顧客の評価（付加価値）創出の手法



産直住宅のマ ケ トは？産直住宅のマーケットは？
地域が活きる１００マイル連携地域が活きる１００マイル連携
「九州の家は九州の木でつくろう」

近くの山の材で無駄な環境負荷を掛けない・近くの山の材で無駄な環境負荷を掛けない
・気候風土にあった身土不二の思想

顔の見える関係のエリア・顔の見える関係のエリア



諸塚村産直住宅の理念

森と共生する村で生まれた「自然派の家」

家づくりは住まい手が主役家づくりは住まい手が主役

森づくりは林業家が主役

平成９年から供給開始

双方の主役が交流し相互扶助で結ぶ

平成９年から供給開始

：通算２９６棟供給(H2４年９月末現在)

森林認証による顔の見える木材を届ける

：トレサビリティーで信頼を担保する

家づくり塾方式によるネットワーク型の流通



参加型の家づくりって？参加型の家づくりって？

• 住まい手が主役となり、

家づくりに参加する家づくりに参加する

⇒家は「創るもの」

九州の建築家、工務店、林
業家、製材所のネットワー
クが住まい手の理想の家づ
くりの手助けをする



木材産地ツアー木材産地ツアー

木と文化を心と体で感じる木と文化を心と体で感じる



産直住宅３つの目標

１．世界基準の環境に優しい森づくりを

家づくりにつなげる家づくりにつなげる

２．地域資源と山村文化をまるごと活かす

本物の家づくり

３．家づくりで始まる都市と山村の交流．家 くり 始まる都市 村 交流



木材木材産地ツアー産地ツアー

★家をつくるなら森へ出掛けよう！」

～木と文化を心と体で感じる



環境共生の自然派の家づくり

★木造住宅を環境貢献度で評価（見える化）
2009年7月カ ボンストック住宅2009年7月カーボンストック住宅

推進委員会の設置
木造住宅 炭素固定量 評価手法 開発⇒木造住宅の炭素固定量の評価手法の開発

木の家づくり＝都市に森をつくること
持続可能な林業＝再生産可能な森林を生む持続可能な林業＝再生産可能な森林を生む

⇒森づくりと家づくりの相互のつながりが
地球環境を守る循環型システムに進化



自然派の家づくりの環境負荷

事例：諸塚村モデルハウスでの調査
住宅のストックと育林・建築過程での排出算定住宅のストックと育林・建築過程での排出算定

内容
①住宅内ストック

ｔ－CO2
②育林～建築過程での

排出　t－CO2
②／①

宮崎市 自然乾燥,手加工 22.00 1.57 7.1%

日向市 自然乾燥,プレカット 24.44 2.82 11.5%

環境負荷の軽減効果の評価軸環境負荷の軽減効果の評価軸
：地場産材～マイレージ
：人工乾燥集成材と自然乾燥：人工乾燥集成材と自然乾燥
：集成材と無垢材



森づくりと家づくりの幸せな循環森づくりと家づくりの幸せな循環

＜健全な森づくり＞生産者としての責任と義務
森林を守ること～空気､生態系､そして地球を守る森林を守ること 空気､生態系､そして地球を守る
＝適切な森林管理を続け社会的責任を果す

施策：森林認証による第三者評価で担保施策 森林認証による第三者評価で担保

＜家づくりとつながる＞高品質の木材の供給
量 はなく質重視 使える木材 評価獲得量ではなく質重視、使える木材で評価獲得
施策：産直住宅などユーザーと直接つながる

＜都市側の理解＞ユーザー側の経費負担の理解
適正価格での取引・環境貢献度への評価適正価格での取引・環境貢献度への評価
施策：環境税やオフセット･クレジットの活用



櫟の森プロジェクト櫟の森プロジェクト
Project of KunuginomoriProject of Kunuginomori

地域資源を生かした地域興しプロジェクト地域資源を生かした地域興しプロジェクト

森の恵の代表である櫟（クヌギ）を象徴として

地域資源を掘り起こし 山村文化を再評価する地域資源を掘り起こし、山村文化を再評価する

地元学の手法による地元再発見ツアー

村づくりの象徴として櫟地蔵づくり⇒観光資源化

★ポイント

①地元と都市民が一緒に地域資源発掘を行う

②地域資源を再評価し生活を見直し有効に活用する

③公民館組織が主体となる交流の意識化



諸塚どんぐり材プロジ クト①諸塚どんぐり材プロジ クト①諸塚どんぐり材プロジェクト①諸塚どんぐり材プロジェクト①
＜林野庁：地域材利用製品モデル事業＞＜林野庁：地域材利用製品モデル事業＞

クヌギ,ナラ～しいたけの原木として重要な資源
部が大径化し 使いにくくなる

建築材料として活用

一部が大径化し、使いにくくなる

建築材料として活用

家具として活用

贈答用グッズとして活用贈答用グッズとして活用

<MADE in JAPAN BRANDの危機>機

円高、グローバル化などで
技術者がいない技
→日本でモノが作れない



諸塚どんぐり材プロジ クト②諸塚どんぐり材プロジ クト②諸塚どんぐり材プロジェクト②諸塚どんぐり材プロジェクト②

＜MADE in JAPAN BRANDの復興＞

多品種少量生産で再構築

東京から林業の村諸塚村

が見えるプロジェクトが見えるプロジェクト

★ユーザー志向のネットワーク

国際NGO：国産材の活用支援

東京表参道：国産材家具NewBRAND

舗家九州大川：老舗家具メーカーの技術

チェーンショップ：多店舗展開へ



諸塚どんぐり材プロジ クト③諸塚どんぐり材プロジ クト③諸塚どんぐり材プロジェクト③諸塚どんぐり材プロジェクト③



森林認証しいたけの流通森林認証しいたけの流通森林認証しいたけの流通森林認証しいたけの流通



だわり 原木シイタケこだわりの原木シイタケ



山の恵みを活かした特産品



産直住宅 検索

共生の森への誘い

森の国諸塚へ森の国諸塚へ森の国諸塚へ森の国諸塚へ

おいでください！おいでください！













年度 件数

H 9 2件

H10 7件

H11 10件

H12 14件

H13 9件

H14 13件

H15 15件

H16 15件

H17 20件

H18 29件

H19 31件

H20 30件

H21 30件

H22 31件

H23 26件

合計 282件


